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蓄電池として利⽤できる電池（交換式バッテリー）において、1次利⽤から2次利⽤（リユース）、リサイクルに関係するライフサイクル全体を通した電池
データの取得や、トレーサビリティを確保する実証を⾏います。
交換式バッテリーを活⽤した蓄電システムにより、モビリティ利⽤の充電（1次利⽤）や蓄電池としての利⽤（2次利⽤として利⽤が可能）ができるよう
になります。加えて、データ管理をすることで電池の安全性も確保します。

＜実施体制図＞
申請者:
京セラコミュニケーションシステム株式会社・・・実証の企画、⽴案、設計、施⼯依頼、データ管理

協⼒事業者:
静岡ガス株式会社

・・・フィールド提供

事業概要 京セラコミュニケーションシステム株式会社                 ②データ連携（電池パスポート）、リユース・リサイクル

 ＜事業概要＞

蓄電システム 交換式バッテリー

家庭や事務所
の負荷

モビリティ

電池データ取得

間接補助事業の名称:交換式バッテリーを利⽤したリユース実証事業


